
 

 
 

 

 「2025青年アグリフォーラム in 十勝」の開催について 

青年農業者や関係者が一堂に会し、農業・農村生活改善の知識・技術などの情
報交換を行い相互の交流を深めることにより、農業経営者として必要な資質の
習得を目指すとともに、青年農業者からのメッセージを広く発信することを目
的に、次のとおり「2025青年アグリフォーラム in 十勝」を開催します。 

記 
１ 日  時 令和７年12月11日（木）10：30～15：00（受付9：50～） 
２ 場  所 十勝総合振興局 3階 講堂（帯広市東3条南3丁目） 
３ 主  催 「2025 青年アグリフォーラムin十勝」実行委員会 
       十勝総合振興局 
４ 参集範囲 青年農業者、農業研修生、農業大学校生、農業高校生、一般、 

農業関係機関及び団体の担い手育成関係者 
５ 内  容 プロジェクト発表、交流プログラム（グループトーク） 
６ 後  援 北海道教育庁教育局、十勝地区農業協同組合⾧会、 

十勝指導農業士会、十勝農業士会 
 
○プロジェクト発表 

青年農業者が取り組んできたプロジェクト成果を発表します。 
優秀な発表者（審査対象者）は、十勝代表として、令和8年（2026年）1月29

日、30日に開催される「北海道青年農業者会議」（札幌市）において発表するこ
とが出来ます。 
 
○交流プログラム 

6～8名のグループに分かれ、自身の近況や最近の農業についてフリートーク
形式でグループトークを実施します。 
 

同 時 配 付 
同 時 レ ク 
記 者 レ ク

北海道十勝総合振興局産業振興部農務課主幹（千葉） 

ＴＥＬ 0155－27－8612
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3
プロジェクト発表

（地域活動）

「河川・水田における水環境と未利用資源での
水質浄化の検証」

ー パソコン

5
プロジェクト発表

（園芸・特産作物）

「有機農業を広めるための作物選定と
安定生産の取り組み」 ー パソコン

4
プロジェクト発表

（土地利用型作物）

「十勝での陸稲栽培の可能性」

ー パソコン

「2025 青年アグリフォーラムｉｎ十勝」発表一覧表

区　　分 発　表　課　題　及　び　発　表　者 市町村名 発 表 方 法

パソコン2
プロジェクト発表

（土地利用型作物）

「我が家の播種量の正解は？　～小豆編～」

パソコン1

「芽室町に新たな作物を」

音更町

プロジェクト発表
（園芸・特産作物）

芽室町



青年アグリフォーラム
2025

とき 2025年12月11日（木）10:30～15:00（受付9:50～）

ところ十勝総合振興局 ３階講堂
内容 発表プログラム

交流プログラム（グループワーク）

主催：「2025青年アグリフォーラムin十勝」実行委員会
十勝総合振興局

後援：十勝地区農業協同組合長会、
北海道教育庁十勝教育局、
十勝指導農業士会、十勝農業士会

参加申込みは
こちらから！

語ろう、育てる と

（帯広市東3条南3丁目1番地）

問い合わせ
十勝総合振興局農務課農業経営係

0155-27-8612
十勝農業改良普及センター

0155-67-2291QRコードは
(株)デンソーウェーブの
登録商標です。

事前申込期限
令和7年11月28日(金)



年度 タイトル 市町村 結果

2019 サザエさんのマネジメント 士幌町 最優秀賞→全道へ

2018 0→0.1そして１へ 芽室町 最優秀賞→全道へ

2017 食と農 ～農家の母だからできること～ 更別村 最優秀賞→全道へ

年度 タイトル 市町村 結果

2024

枝豆の収益向上を目指して 芽室町 最優秀賞→全道

自給自足の育種改良へ
～いけだ牛、採卵技術で未来を創る～

池田町
優秀賞→全道

→農林水産大臣賞

アグリフォーラムを盛り上げる
～北海道日本ハムファイターズとのコラボ～

池田町 優秀賞→全道

2023

繁殖を見直そう！
～自家人工授精の取り組み～

清水町 最優秀賞→全道

残そう、お金
～化成肥料の代替えによる経費削減～

芽室町 優秀賞→全道

2022

なくそう、しなび
～製品率向上に向けて～

芽室町 最優秀賞→全道

「できることリスト」β版公開LIVE 士幌町
最優秀賞→全道
→全国第３位

アグリメッセージ（意見発表）

プロジェクト発表（研究成果等）

近年の発表内容

青年アグリフォーラムin十勝とは…

・十勝管内の青年農業者が経営者としての資質を育むことを目的に開催しています。
・意見発表（アグリメッセージ）、研究成果（プロジェクト活動）の発表による知識
や技術の交換を図っています。
・発表者の中から札幌で開催される「北海道青年農業者会議」への派遣者が選定され
ます。さらに、北海道青年農業者会議から、東京で開催される「全国青年農業者会
議」への派遣者が選定されます。

参加者の声（2024青年アグリフォーラムin十勝 アンケート結果から）

Q発表プログラムの
満足度は？

Q交流プログラムの
満足度は？

色々な職業の方と触れ合えて
たくさん話ができた
いつもレベルの高い発表をしている

様々な地区の人と様々な意見を出
し合う中で交流ができて、楽し
かった！良い経験になった！。

ふつう 17%

やや満足 14%

満足 69%

ふつう 22%

やや満足 14%

満足 58%

約７～８割が やや満足以上！！



 

「2025 青年アグリフォーラムｉｎ十勝」開催要領 

 

第１ 趣  旨 

十勝農業の中核者として実践的な活動を推進している農業青年や関係者が一堂に会

し、農業・農村生活改善の知識・技術などの情報交流を図り、相互の交流を深めるこ

とにより、農業経営者として必要な資質の習得を目指すとともに、青年農業者からの

メッセージを広く発信することにより、その効果を管内に波及することを目的とする。 

 

第２  主  催 

「2025 青年アグリフォーラムｉｎ十勝」実行委員会、十勝総合振興局 

 

第３  後  援 

北海道教育庁十勝教育局、十勝地区農業協同組合長会、 

十勝指導農業士会、十勝農業士会 

 

第４  日  時 

令和７年（2025 年）12 月 11 日（木）10：30～15：00（受付 9：50～） 

 

第５  会  場 

北海道十勝総合振興局 ３階講堂（住所 帯広市東３条南３丁目） 

 

第６  参集範囲 

青年農業者、農業研修生、農業高校生、一般、農業関係機関及び団体の担い手育成

関係者 

 

第７  参加費 

  昼食あり 700 円 ※参加費は当日徴収します。 

  昼食なし 無料 

 

第８  内  容 

１ プロジェクト発表 

   青年農業者によるプロジェクト発表を、「園芸・特産作物」「土地利用型作物」

「畜産経営」「地域活動」の４部門に分けて行う。 

 （１）内 容 

以下の部門に分けて行う。 

部 門 名 発  表  の  概  要 

園芸・特産 

作   物 

プロジェクトの視点が、飼料作物を除く作物生産の技術又は経営改善

を中心とした取組であること(野菜全般、果樹全般、花き全般、特産

作物等) 

土地利用型

作   物 

プロジェクトの視点が、飼料作物を除く作物生産の技術又は経営改善

を中心とした取組であること(水稲、麦、大豆、てん菜、加工用甘藷

、加工用馬鈴薯、そば、なたね等) 

畜産経営 
プロジェクトの視点が、畜産経営(飼料作物含む)の技術又は経営改善

を中心とした取組であること(畜産全般)  

地域活動 

学習や地域実践活動について、個人、グループで共同して消費者や

地域を巻き込んだ取り組みであること又は、プロジェクトの視点が

、農村生活の改善や農村活性化を中心とした取組であること(食育

、啓発活動等) 



 

 

※ 複数の部門にまたがるプロジェクト活動については、発表者が部門を選択する

こととし、発表の申込み以降の変更は不可とする。 

※ 農業特別専攻科、北海道立農業大学校及び農業高校の学生について、プロジェ

クトの発表は認めるが、審査(顕彰)対象とはしない。 

 （２）発表方法 

ア 発表時間は、１人 10 分間とする。なお、実物(演示物)を使用しての発表は認

められないので発表の方法について工夫すること。 

イ 発表でスライドを用いる場合は、発表者１人につき１名の補助者を設けなけ

ればならず、スライド操作は補助者が行うこととする。また、レーザーポイン

タの使用は認めない。 

ウ 発表１つにつき、発表者は１人とする。 

エ 発表時間を把握するものを持ち込まないこと。 

オ 発表者の服装はスーツとする。 

カ 動画の使用を認める。なお、100ＭＢ規定容量内とし、長さはトータル１分程

度とする。また、音声の使用は認めない。 

キ パソコン、プロジェクター等の機材は振興局で用意する。 

（３）発表の申込み 

発表者は、プロジェクト発表申込書（様式２）に必要事項を記載の上、令和７

年（2025 年）11 月 26 日（水）までに、十勝総合振興局産業振興部農務課に提出

する。 

（４）発表資料等 

ア 発表者は、プロジェクト発表資料作成上の留意事項（別紙１）を踏まえて資

料を作成の上、令和７年（2025 年）12 月１日（月）正午（開催日の 10 日前）

までに、最寄りの農業改良普及センター又は十勝総合振興局産業振興部農務課

へ提出する。 

イ スライド等を使用する場合は、データを最寄りの農業改良普及センター又は

十勝総合振興局産業振興部農務課へ事前提出する。当日のデータ差し替えは認

めない。 

 

２ アグリメッセージ 

 （１）内 容 

青年農業者が、日頃から取り組んでいる農業経営、地域活動、クラブ活動、ボ

ランティア活動等の体験を通じて感じていることや青年農業者として果たす役割

などについて、自身の意見を発表する。 

なお、アグリメッセージの発表者は、現に就農している者とする。また、農業

特別専攻科、北海道立農業大学校及び農業高校の学生について、アグリメッセー

ジの発表は認めるが、審査(顕彰)対象とはしない。 

 （２）発表方法 

ア 発表時間は１人７分間とする。 

イ 発表は口頭のみでおこなうほか、口頭に加え、スライドを用いての発表も認

める。なお、スライドを用いる場合は、発表者１人につき１名補助者を設けな

ければならず、スライドの操作は補助者が行うこととする。また、レーザーポ

インタの使用は認めない。 

ウ 発表時間を把握するものを持ち込まないこと。 

エ 発表者の服装は、スーツまたは、主張する意見の内容と合っているものとす

る。 

オ 発表はステージ上でのみ行う。演台は設置せず、振興局が用意したマイクを

使用する。 

カ スライドの使用にあたり、動画・音声の使用は認めない。 



 

 

キ パソコン、プロジェクター等の機材は振興局で用意する。 

（３）アグリメッセージの申込み 

発表者は、アグリメッセージ申込書（様式３）に必要事項を記載の上、令和７

年（2025 年）11 月 26 日（水）までに、十勝総合振興局産業振興部農務課に提出

する。 

 

 （４）アグリメッセージの資料等 

資料または、スライドを使用し発表する場合は、事前にデータを作成のうえ、

令和７年（2025 年）12 月 1 日（月）正午（開催日の 10 日前）に最寄りの農業改

良普及センター又は十勝総合振興局産業振興部農務課へ事前提出する。なお当日

のデータ差し替えは認めない。 

 

 

３ 交流プログラム 

管内の青年農業者及び学生等が少人数のグループに分かれ、グループワークを通
じて交流を図る。 

 

第９  参加者の取りまとめ 

 （１）青年農業者 

出席者名簿（様式１－１）により、農業改良普及センター本所・各支所を経由

して、令和７年（2025 年）11 月 28 日（金）までに、十勝総合振興局産業振興部

農務課に提出する。また、次の二次元バーコードからの出席報告も可能とする。 

 

 

 

 

          QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。 

 

（２）関係機関 

出席者名簿（様式１－２）により、令和７年（2025 年）11 月 26 日（水）まで

に、十勝総合振興局産業振興部農務課に提出する。 

 

第 10  審  査 

（１）審査員 

審査員は、十勝指導農業士会、十勝農業士会、十勝農業協同組合連合会、十勝

農業試験場、畜産試験場及び十勝農業改良普及センターがあたる。 

（２）審 査 

審査員は、別表の評価基準に基づき審査を行う。 

 

第 11  顕  彰 

顕彰は、次のとおり授与する。 

部  門 賞  名 顕 彰 数 

プロジェクト発表の部 
最優秀賞 各部門１点以内 

優 秀 賞 数     点 

アグリメッセージの部 
最優秀賞 １ 点 以 内 

優 秀 賞 数     点 

 

第 12  表彰および北海道青年農業者会議の派遣 

 （１） プロジェクト発表等の優秀な者に対し賞を授与する。 



 

 

（２）受賞者の中から代表（発表）者を選定し、北海道青年農業者会議主催の全道大 

会（令和８年（2026 年）1 月 29 日(木)～１月 30 日(金)に北海道自治労会館（札 

幌市北区北６条西７丁目））に派遣する。 

なお、派遣者はアグリメッセージ１名以内、プロジェクト発表３名以内（１ 

部門２名以内）とする。 

【事務局】 

 北海道十勝総合振興局産業振興部農務課 

 帯広市東３条南３丁目 Tel：(0155)27－8612 

            Fax：(0155)22－0183 



 

 

日  程  表  

 ９:５０ 受   付 

１０:３０ 

～ 

１０:５０ 

 

開 会 式         

 １ あいさつ 

 ２  審査員紹介 

 ３  日程説明 

１０:５０ 

～ 

１３:１０ 

アグリメッセージ 

プロジェクト発表 

１３:１０ 

～ 

１３:４０ 

休 憩（昼食休憩含む） 

１３:４０ 

～ 

１４:４０ 

【交流プログラム】 

 『グループトーク』       

１４:４５ 

～ 

１５:００ 

 

表 彰 式 

 １ 成績発表 

 ２ 表  彰 

 ３  審査講評 

 
※アグリメッセージ及びプロジェクト発表の申し込み数に応じて、時間が変更

となる場合があります。
 



 

- 
 

別表１－１ 
 

プ ロ ジ ェ ク ト 発 表 評 価 基 準 

（園芸・特産作物、土地利用型作物、畜産経営） 
 

区 分 評   価   項   目 

 
 
 
 

発 
 
 
 

表 
 
 
 

内 
 
 
 

容 
 
 
 

目 的 
 

動 機 

１ プロジェクトの課題選定理由、目的は適切か 
 
２  プロジェクトは、わが家や地域の課題解決に役立つか 

実 
 

施 
 

経 
 

過 

１  計画は合理的であるか 
 
２  実践過程で思考力、創造力、観察力が十分生かされたか 
 
３  科学的に遂行されたか 
 
４  指導者の助言や参考資料などの活用はされたか 

結 
 

 
 

果 

１ 目的は達成できたか 
 
２ 実践を通じ知識、技術が習得されたか 
 
３ 実用性や地域への普及性はどうか 
 
４  今後の目標や改善点が明確にされているか 

 
 
 
 

発 
 

表 
 

要 
 

領 
 
 
 
 

表 
 
 
 

現 

１ 話し方や態度はよいか 
 
２ 発表内容を参加者に理解させたか 
 
３  おおむね制限時間内に発表されたか 

発 表 
 

資 料 
 

記 録 
 

簿 等 

１ 発表資料はわかりやすく整理されているか 
 
２ 図表等の補助資料の準備はよいか 
 
３ 記録は正確で継続的にされたか 
 
４  今後の経営や生活の改善資料として役立つか 

 
 



 

 

別表１－２  
 

プロジェクト発表評価基準  

（地  域  活  動）  
 

区 分 評   価   項   目 

 
 
 
 

発 
 
 
 

表 
 
 
 

内 
 
 
 

容 
 
 
 

目 的 
 

動 機 

１ 活動目標が明確になっているか 
 
２  グループ活動がクラブ員や地域の農業・生活改善に役立つか 

実 
 

施 
 

経 
 

過 

１  計画は合理的であるか 
 
２  リーダーの指導力やクラブ員の役割分担、協力体制はどうか 
 
３  活動実施中の創造性、工夫性はどうか 
 
４  地域のつながりや関係機関・団体との連携はよいか 

結 
 

 
 

果 

１ 目的は達成できたか 
 
２ クラブ員の学習や課題解決に役立ったか 
 
３ 地域社会への寄与はどうか 
 
４  将来の活動方向が明確にされているか 

 
 
 
 

発 
 

表 
 

要 
 

領 
 
 
 
 

表 
 
 
 

現 

１ 話し方や態度はよいか 
 
２ 発表内容を参加者に理解させたか 
 
３  おおむね制限時間内に発表されたか 

発 表 
 

資 料 
 

記 録 
 

簿 等 

１ 発表資料はわかりやすく整理されているか 
 
２ 図表等の補助資料の準備はよいか 
 
３ 記録は正確で継続的にされたか 
 
４  今後の活動の反省資料として役立つか 

 



 

 

別表２  
 

アグリメッセージ  評  価  基  準  

 

区分 評    価    項    目 

発 
 

表 
 

内 
 

容 

１ 青年にふさわしく身についた意見であるか 
 
２ 現実をよく見つめた具体的な意見であるか 
 
３ 思考力や創造性があるか 
 
４  明朗で建設的な意見であるか 

発 表 
 

方 法 

１ 発表態度、発表要領はよいか 
 
２  内容は聴衆によく理解されたか 

 


